
 

 

 

 

 

今年の５月初旬に野生生物共生センターの扉にキビタキがぶつ

かってしまいました。とても強い力で衝突してしまったのか、残念

ながらキビタキは回復することなく死亡してしまいました。この

ように飛行機や自動車、窓ガラスや風力発電機など、鳥が人工構造

物に衝突する事故をバードストライクといいます。当センターで

は鳥類における救護原因（R5 年度）の５０％以上がバードストラ

イクによるものでした。（図 1）衝突してしまう原因は、採
さい

餌
じ

行動中に巻き込まれたり、天敵に追われて

パニック状態で建物に激突したりと様々な理由が考えられますが、前述のキビタキのように窓に写った景

色がその先にあるように見えて、窓にぶつかって負傷してしまう鳥も多くいます。 

窓ガラス衝突を防ぐためにバードセイバーを窓に貼る方法があります。（図 2）バードセイバーとは、

鳥に窓ガラスを認識してもらうための目印のようなもので、猛禽類
もうきんるい

のステッ

カーや鳥にだけ見える紫外線が反射するフィルムなどがあります。１００％

防ぐことは難しいですが、ガラスの反射を抑制することで効果が期待できる

ので、レースカーテンやブラインドを閉めておくことも有効です。 

もし、窓にぶつかって飛び立てない野鳥を見つけたら、脳震盪
のうしんとう

を起こして

いる可能性があります。軽症であれば数時間後には飛び立って行くことも多

いので、そのまま見守りをお願いします。天敵が近くにいて心配なときは、

ダンボール等に入れてしばらく安静にしてあげてください。野鳥は素手で触

らないようにし、素手で触ってしまったときは、良く手洗いしましょう。 

衝突により数時間経っても回復しない、翼や脚をケガして飛びたてない

場合は、野生生物共生センターへご連絡ください。 

救護カルテ№21 で紹介したオオタカが、今年も４月中旬頃から観察コーナーの同じ場所で営巣をはじ

めました。昨年の写真と見比べると巣作りが上達していますね！（どちらも完成時期に撮影したもの） 

とても居心地がよさそうです。昨年同様、営巣中はいつもより警戒心が強いので、しばらくこのままオ

オタカと巣を静かに見守りたいと思います。センターにお立ち寄りの際は、観察コーナーの窓からそっと

覗いてみてください。 
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図 2 バードセイバー 

       増量しました！ 

今年も野生生物共生センター周辺には、

たくさんの夏鳥がやってきました。 

ある日の朝、その夏鳥さんに事件が起こ

ってしまいました…。 

 

No.25 

40.3％ 

15.6％ 10.0％ 
4.6％ 

27.2％ 

2.3％ 

図 1 鳥類の救護原因(R5 年度) 

 令和６年 7 月２日 福島県環境創造センター附属 野生生物共生センター 

 

 

 

     

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行: 福島県野生生物共生センター 

〒969-1302  

福島県安達郡大玉村玉井字長久保 67 

電話  0243-24-6631 

開館時間 9：00～17：00 

休館日 毎週月曜日 

（祝日の場合はその翌日） 

Vol.25 夏号 

野生生物共生センターでは、野生動物の剥 製
はくせい

やパネル

の展示、映像放映等を行っており、入館料無料で自由に

見学・閲覧
えつらん

できます。事前にご相談いただければ、団体

でのご利用や職員による解説などの対応も可能ですの

で、興味をお持ちの方はお問い合わせください。 

詳しくは．．． ＨＰ   環境創造センター   検索  

ヨシゴイ 

本誌内の文章・画像等の無断転載および複製等の行為はご遠慮ください。 

カワセミ（野生生物共生センター撮影） 

 本州では留鳥（１年中同じ場所で生活する

鳥）ですが、北海道では夏鳥のため、繁殖の

ため春頃飛来します。 

 




